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＜最終見解＞ 

 

本命はスカーフェイス。 

 

父がハーツクライ。 

2020年に 15人気で当レースを勝ったアドマイヤジャスタは 

父がハーツクライのジャスタウェイ産駒。 

 

19年に当レースを勝ったマイスタイルもハーツクライ産駒。 

ハーツクライは母父がトニービン。 

 

近親にダンスインザダーク。 

 

日本の主流 G1ではディープとは相性の悪かった 

ニジンスキーを持つ馬にも相性のいいレース。 

 

なかでも注目は母父ニジンスキーのダンスインザダークの血。 

 

14年に 8人気で 2着のダークシャドウ。 

12年に 7人気で 3着のミッキーパンプキンはダンスキンザダーク産駒。 

同種牡馬の産駒が出走したのは過去 10年で 3頭のみ。 

函館記念を高確率で好走する血脈。 

 

母父ダンスインザダークのヤマカツライデンも 17年に 7人気で 3着。 

 

前走はマイルから 2000mのローテも厳しく、上積みが見込めます。 

 

昨年は 3着でしたが、馬場が特殊。 



今年の外差し馬場の方がさらにパフォーマンスを上げることでしょう。 

 

 

相手本線はルビーカサブランカ。 

 

母父ダンスインザダーク。 

須貝厩舎はアドマイヤジャスタで当レースを優勝。 

 

 

 


